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1 は じ め に

当場では平成 9年 (1996年)に シャモ系の高品質肉用鶏
として「ふくしま赤しゃもJを開発した。その交配様式は
レッドコーニッシュの雄にシャモの雌を交配して得られた

Flの雄に,当場で肉用タイプに改良したロードアイラン
ドレッド種を交配したものである。

「8、 くしま赤しゃも」の鶏冠にはシャそ由来の 3枚冠と
レッドコーニッシュ及びロードアイランドレッド種由来の

単冠が出現し,外貌においてシャモの特徴に欠ける欠点が

あった。

そこで,雄系を閉鎖し,従来の増体中心の改良に鶏冠を
3枚冠に統一する (3枚冠遺伝子をホモ化する)改良を行
い,シ ャモらしい外貌を備えた「新・ふくしま赤しゃも」

作出のための系統造成を開始した。

2試 験 方 法

(D 試験鶏及び飼養管理方法
当場保有の大型しゃも系統 (レ ッドコーニソシュ♂Xシ ャ

モ♀の閉鎖集団)を試験鶏とし,平成10年 (1998年 )鶏
(Gl世代),11年 (1999年)鶏 (G2世代),12年 (2000
年)鶏 (G3世代)と した。飼養管理方法は当場の慣行法
に従った。

(2)3枚冠の統一方法
3枚冠は単冠に対して優性であるために,従来の「ふ く
しま赤しゃもJの雄系であるレッドコーニッシュ♂×シャ
モ♀のFlは表現型は3枚冠であるが,3枚冠と単冠の両

遺伝子を保有しており,単冠であるロードアイランドレッ

ド種を交配すると,その後代である「8、 くしま赤しゃも」

では3枚冠と単冠が1:1で出現した。
雄系を開鎖し,Fl同士を交配させると,Gl世代では
メンデルの法則に従い3枚冠 :単冠が3:1に出現する。
鶏冠はお、化時に識別が可能なので,ふ化時に単冠の個体を

淘汰した。また,3枚冠の雛の中には単冠の遺伝子を保有
する個体も含まれるため,雛を280日 齢まで育成 し,雄雌
それぞれ単冠の鶏種と交配を行い後代検定を実施し,後代
に単冠の出現する個体を淘汰し,3枚冠遺伝子をホモに保
有する個体の選抜を行った。

同様の選抜をG2,C3世 代でも行い 3枚冠遺伝子のホ
モ化率を高めた。

なお,90日 齢で,雄においては体重及び羽装,300日 齢
で雄雌ともに体重による選抜を行った。

3 試験結果及び考察

■)鶏冠の出現割合
Gl世代において,3枚冠の出現割合はメンデルの法則
に従い75%と なったが,G2世代では879%,G3世 代で
は100%と なった。

ふ化時の選抜に加え,280日 齢において後代検定を実施

したことで単冠遺伝子保亀植体が淘汰され 3枚冠の出現割

合が増加したものと考えられる。

2)体 重
雄の90日齢では,Gl世代で2,308gで あったが,G2
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14)コ マーシャル鶏の能力比較

従来の雄系であるFlと閉鎖した雄系のG3世代を用い
たコマーシャル鶏の能力比較は,G3世代で体重が102%
に増加し,飼養要求率は013改善され,生体 l kg当 たりの

生産費は13円低減した。

表3 コマーシャル鶏の能力比較

世代で2,4248,G3世 代では2,5938と なり,Gl世 代と
比較して112%の増加となった。

表 : 三枚冠割合・ ホモ化率・ 体重の推移

世代  三枚冠割合   ホモ化率    体重
(孵化時) (後代検定) (90日 )
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飼料要求率
生体 l kg■産費

247
361
396

253
348
3830)種鶏性

産卵率はGl世代で450%,G2世代で430%,G3世
代では465%,受精率についてはそれぞれ,65■ %,716
%,652%で ,ふ化率についてはそれぞれ,842%,847
%,813%と なり,雄系を開鎖したことによる種鶏性の低
下は見られなかた。

表2 種鶏性の推移

世代 産卵率% 受精率%   孵化率%

4 ま

「ふくしま赤しゃも」の雄系を閉鎖し,3枚冠に着目し
た改良を行い,新雄系「大型しゃも」を系統造成 したが ,

増体,種鶏性,及びコマーシャル鶏の能力を考慮すると,

早期の種鶏変更が可能と考えられる。

今後,90日 齢体重を重点に選抜を行い,3枚冠遺伝子保

有鶏群の増羽を図ることが必要である。さらに,「大型しゃ

も」系統の遺伝的パラメーターを推定し,効率的な改良結

果の得られる選抜指数式の作成が必要である。

め

Ｇ

Ｇ

Ｇ

651
716
652

842
847
813

-100-―


